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私立大学の健全な発展に向けて

中央教育審議会大学分科会
平成20年12月16日

金沢工業大学 学園長・総長 黒田壽二
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私立大学の健全な発展に向けての課題
（私立大学経営の立場から）

１．学校法人と私立大学の責務と役割

安定性・信頼性・公共性・自主性・自律性

２．私立大学の現状
厳しい小規模大学、地方立地大学

３．私立大学の安定的発展に向けた検討課題
定員管理の厳格化、きめ細かな査定を
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１．私立大学の責務と役割

安定性

信頼性

公共性

自主性

自律性

私立大学は在学生のみならず、卒業生に対しても
母校として継続、発展させる責務がある。
「安定性」は学校経営の最も基本的な命題である。
学校法人制度はそうした前提に設計されている。

学校とは「公の性質」を有するものであり、
設置者たる学校法人には、「公共性」が求められる。
また「信頼性」確保の上でも、情報公開は必要である。

私立大学は建学の精神を基に教育研究の目的、
ミッションが規定され、「自主性」「自律性」が担保されて、
個性豊かで特色ある運営がなされている。

この5項目の向上を図るためにも、学校法人のガバナンス機能を高める必要がある。
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２．私立大学の現状

（日本私立学校振興・共済事業団より）

左の表は
以下の大学
を除いた

大学数である

大学院大学
２０

通信制大学
２

株式会社
３

募集停止
２

計 ２７大学
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学校法人新設の推移

４２

５

６

７

２

８

１

３

４

３

３

純増
法人

１１１５１０H19 

１２１７１１H20

１７３９１４H16

１６２１３１４H14

計
短大
法人

短大
⇒4大

大学
法人

１９０１６１９H12

１３８１１９６１２７計

９０７９H17

１１１４１０H18

１３０１２１３H15

１７０１３１７H13

１３３１０１０H11
☆ 過去10年間で
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（地方自治体所管
からの移行を含む）
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平成19年度規模別の入学定員充足率

（日本私立学校振興・共済事業団より）
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平成19年度地域別の入学定員充足率
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（日本私立学校振興・共済事業団より）



9（日本私立学校振興・共済事業団より）
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帰属収支差額が赤字の学校法人数の推移
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３．私立大学の安定的発展に向けて

検討課題

１）入学定員の取扱いの適正化の促進を
・国大と私大大規模大学の入学定員の取扱いの厳格化
・入学定員充足率のみで測ることをやめ柔軟に対応できるようにする
ex．入定の範囲内で、募集定員を決め公表。補助金と連動させるなど

２）地域別、規模別に振興策の促進を
・基盤的経費補助金のきめ細かな配分基準の構築
・地域活性化、地域連携の促進
・教育研究目標、目的の明確化による機能別分化の促進と質の向上

３）志願者等への適正な情報公開の促進を
・事業報告書に教育研究活動のみならず、財務内容、志願状況等経営
状況を記載し、関係者の理解を深める
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個性 特色を活かした大学に !!!

ご清聴有難うございました

金 沢 工 業 大 学 学園長・総長

黒 田 壽 二

八ヶ岳連峰


	私立大学の健全な発展に向けて
	私立大学の健全な発展に向けての課題（私立大学経営の立場から）
	１．私立大学の責務と役割
	２．私立大学の現状
	３．私立大学の安定的発展に向けて


